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平成 29 年 12 月定例議会

議長新年のあいさつ

議　　案　専決処分・補正予算・条例の制定

一般質問（３名が町の取り組みを問う）

研修報告、要望・陳情・お願い、編集後記
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賀 正

（日の出   1 月 2 日）
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議 長

西　哲夫

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

主
な
歳
入

主
な
歳
出

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
町
議
会
に
対
し
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
２
月
13
日
告
示
18
日
投
開
票
の

日
程
で
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
に
上
関
原
子
力
発
電
所

建
設
準
備
工
事
が
中
断
し
本
年
３
月
に
は

７
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、座
し
て
待
て
ば
町
は
衰
退
す
る

ば
か
り
で
、執
行
部
と
共
に
「
新
た
な
町
づ

く
り
」
と
し
て
観
光
振
興
、
若
者
定
住
対

策
、自
主
財
源
確
保
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、少
子
高
齢
化
は
一
段
と
深
刻

化
し
、
税
収
の
減
額
、
原
子
力
関
連
交
付
金

の
増
額
は
見
込
め
な
い
な
か
、一
方
で
社
会

福
祉
費
は
膨
ら
み
財
政
の
硬
直
化
が
深
刻

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
道
の
駅
上
関

海
峡
」「
上
関
温
泉
鳩
子
の
湯
」
に
は
予
想

を
上
回
る
来
場
者
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
財
政
難
、
産
業
の
衰
退
、
人
口

減
少
の
歯
止
め
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

町
づ
く
り
に
は
財
源
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

原
子
力
財
源
は
即
効
性
が
あ
り
ま
す
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
策
で
も
あ
り
、政
府

の
判
断
を
待
つ
し
か
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

ま
た
、地
方
創
生
が
本
格
的
な
時
代
を
迎

え
、町
が
主
体
性
を
持
っ
て
自
ら
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
、政
策
を
進
め
て
い
く
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
（
道
路
・
港
湾
）
は
着
々

と
進
み
、住
宅
建
設
も
整
備
さ
れ
新
庁
舎
建

設
も
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
31
日
に
は「
朝
鮮
通
信
使
船
上

関
来
航
図
」（
超
専
寺
所
有
）
が
ユ
ネ
ス
コ

記
憶
遺
産
登
録
を
受
け
観
光
振
興
の
一
助

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
11
月
に
は「
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の

ま
ち
」全
国
交
流
会
上
関
大
会
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
盛
り
上
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
は
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
、今
年

は
明
治
改
元
１
５
０
年
の
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。地
域
創
造
の
た
め
議
会
の
責
務

を
果
た
し
、住
民
皆
様
に
寄
り
添
い
「
活
力

あ
る
町
づ
く
り
」「
財
政
健
全
化
」
に
町
執

行
部
と
力
を
合
わ
せ
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
町
議
会
に
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
ご
家
族
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健

勝
を
念
願
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12月定例議会

  

12
月
定
例
会

 　

 

12
月
５
日
〜
13
日

  

平
成
29
年
度

  

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

４
２
０
万
円
を
追
加
し
、予
算
の
総
額

を
34
億
４
６
９
９
万
７
千
円
と
す
る
。

○
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る
執
行

経
費

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
４
５
４
万
円
減
額
し
、34
億
３
２
４

５
万
７
千
円
と
す
る
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、平
成
29
年

度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
３

会
計
の
補
正
予
算
と
条
例
の
制
定
４

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

○
農
林
水
産
業
費
県
補
助
金
の
減
額

○ 
新
庁
舎
建
設
の
調
査
委
託
費
の
増

額
○ 

障
害
者
福
祉
費
の
増
額

○ 

漁
港
建
設
費
の
減
額

○ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、

歳
入
の
療
養
給
付
費
等
交
付
金
の

減
額

○ 

風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
は
、系
統

連
係
申
込
負
担
金
の
減
額

○ 

用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
は
、風
力

発
電
用
地
費
を
風
力
事
業
会
計
に

売
却
し
た
こ
と
に
伴
い
、財
産
収
入

と
繰
入
金
で
の
調
整

○ 

上
関
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、新
た
に
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
報
酬
を
定
め

る
も
の
。

○ 

上
関
町
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
。

　

 　

公
営
住
宅
法
施
行
規
則
の
改
正

に
伴
う
も
の
。

○ 

上
関
町
定
住
促
進
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
。

　

 　

室
津
地
区
に
建
設
さ
れ
た
上
関

町
定
住
促
進
住
宅
３
戸
を
追
加
す

る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

○ 

上
関
町
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
。

　

 　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

平
成
29
年
度
特
別
会
計

３
会
計
補
正
予
算

条
例
の
制
定
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町
村
監
査
功
労
者
表
彰

山
谷
良
数　

監
査
委
員

の
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員

会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定

め
る
も
の
。

議 会 日 誌
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休校中の祝島小学校

答 総合教育会議で議論

祝島小学校はどうなる祝島小学校はどうなる

　

祝
島
に
は
来
年
度
小
学
校
に

入
学
予
定
者
が
い
て
、
島
と
し

て
大
変
喜
ば
し
い
。
し
か
し
、現

在
祝
島
小
学
校
は
休
校
中
で
、

校
舎
も
老
朽
化
に
よ
り
使
用
が

で
き
な
い
た
め
、
上
関
小
学
校

に
入
学
予
定
と
聞
く
。
新
入
生

が
船
で
通
学
と
な
る
と
、
島
か

ら
学
校
ま
で
付
き
添
い
な
ど
が

必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
祝
島

小
学
校
の
再
校
と
校
舎
の
建
設

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

　

新
入
学
の
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
は
、
祝
島
小
学
校
は
休
校
中

で
あ
り
、
上
関
小
学
校
に
通
学

す
る
こ
と
に
な
る
。
安
全
面
か

ら
も
、
保
護
者
と
相
談
し
な
が

ら
児
童
の
通
学
に
最
善
の
手
だ

て
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思

う
。
再
開
校
す
る
に
は
、新
し
く

校
舎
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
多
額
の
費
用
が
必
要

で
、
今
後
の
児
童
数
の
見
通
し
、

保
護
者
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
総
合
教
育
会
議
で
の
議

論
や
財
政
部
局
と
も
協
議
し
て

い
き
た
い
。

質
問

清
水　

敏
保 

議
員

聞聞聞聞

ののの
こここ
ここここ
ががががががががががががが

ききききききききき
たたたたたたたたたたた
いいいいい

こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

町町町
政政政
町
政
町
政
町
政

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
・
漁
業
は
、
従
事
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
等
で
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
農
家
で
は
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
作
物
や
農
地
の

被
害
が
拡
大
し
、
さ
ら
な
る
対

策
が
必
要
。
ま
た
、
祝
島
で
は

県
道
祝
島
線
が
通
行
止
め
と
な

り
、
早
期
の
復
旧
を
望
ん
で
い

る
。
農
道
整
備
も
含
め
見
通
し

は
。
漁
業
も
魚
価
の
低
迷
、
燃

油
の
高
騰
な
ど
で
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
い
る
。
上
関
町
に

あ
っ
た
漁
業
振
興
策
を
問
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、
防
護
対

策
や
捕
獲
駆
除
以
外
に
、
有
効

な
手
段
が
、
今
の
と
こ
ろ
見
当

た
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
粘
り
強

く
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
必

要
に
応
じ
助
成
制
度
の
拡
充
も

図
っ
て
い
く
。
県
道
の
復
旧
は

転
石
な
ど
を
３
月
末
ま
で
に
除

去
お
よ
び
撤
去
し
、
仮
設
防
護

柵
を
設
置
し
た
上
で
恒
久
的
な

対
策
工
事
を
実
施
す
る
と
県
か

ら
聞
い
て
い
る
。
漁
業
振
興
は
、

恵
ま
れ
た
環
境
が
あ
る
の
で
、

海
を
最
大
限
活
用
し
た
対
策
を

進
め
た
い
。

答 粘り強く取り組む

今後の農業・漁業振興策今後の農業・漁業振興策

質
問

県道祝島線

祝島三浦地区
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山
村　

泰
志 

議
員

　

朝
鮮
通
信
使
船
上
関
来
航
図

が
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。〝
朝
鮮
通
信
使
〞
は
海

を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
起
爆

剤
と
な
る
と
思
う
が
。
町
長
の

見
解
は
。

　

ま
た
、
御
茶
屋
本
門
の
石
段

復
元
に
つ
い
て
、
教
育
長
は
26

年
９
月
議
会
で
「
町
文
化
財
調

査
委
員
会
に
相
談
し
、
保
存
検

討
す
る
」
と
答
弁
。
今
一
度
、伺

う
。
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登
録

を
記
念
し
て
、
復
元
に
取
り
組

ん
で
は
。
教
育
長
の
見
解
は
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

〝
朝
鮮
通
信
使
〟
は
記
憶
遺
産

登
録
に
よ
る
効
果
を
一
過
性
に

終
え
る
事
無
く
、
海
に
限
ら
ず

町
内
の
観
光
振
興
全
般
に
活
用

し
た
い
。
今
後
具
体
的
な
方
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

御
茶
屋
本
門
の
石
段
付
近
が

樹
木
に
よ
り
景
観
悪
化
し
て
い

る
の
で
修
景
伐
採
を
実
施
。

　

復
元
に
つ
い
て
は
、
今
現
在
、

文
化
財
調
査
委
員
会
の
任
務
は

文
化
財
保
護
審
議
会
に
継
承
さ

れ
調
査
の
必
要
性
お
よ
び
有
効

利
用
を
検
討
し
た
い
。

ユネスコ記憶遺産登録後の活用はユネスコ記憶遺産登録後の活用は

質
問

上関到来まつり

ふるさと納税返礼品の活き車えび

答 観光振興全般に活用したい

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
制
度
を
利

用
し
て
特
産
品
や
産
業
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
自
主
財
源
の
確
保
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
産
業
の
活

性
化
ま
た
町
の
活
性
化
へ
と
繋

げ
る
取
り
組
み
で
、
当
町
も
力

を
入
れ
て
進
め
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
の
実
績
は
、
寄

附
件
数
が
６
９
２
件
で
寄
附
額

が
２
７
０
０
万
円
で
し
た
。
今

年
度
は
返
礼
品
も
さ
ら
に
ボ
リ

ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
、
現

在
ま
で
の
寄
附
金
の
申
し
込
み

状
況
と
来
年
度
に
対
す
る
取
り

組
み
は
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

12
月
５
日
現
在
の
申
し
込
み

件
数
は
、
４
２
８
件
、
１
８
０

６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年

の
同
時
期
と
比
べ
る
と
件
数
で

69
件
増
、
金
額
で
２
０
０
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
当
初
予

算
見
込
み
の
３
０
０
０
万
円
は

ク
リ
ア
で
き
る
と
思
う
。
来
年

度
も
返
礼
品
の
種
類
を
増
や

し
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
専
門
サ
イ
ト
の
活
用
や
カ

タ
ロ
グ
の
郵
送
、
雑
誌
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
力
を
入
れ

た
い
。

答 積極的に取り組む

ふるさと納税に期待ふるさと納税に期待

質
問

海
下
竜
一
郎 

議
員

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁
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　■
編
　
集
／
議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
　

■
印
刷
所
／
中
村
印
刷
株
式
会
社

■
発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
西
　
哲
夫

　
〒
742-1402　

山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
503

　
TEL 0820-62-0364　

FAX 0820-62-0783

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

今
年
が
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
さ
て
私
達
議
員
の
任

期
も
残
す
と
こ
ろ
後
僅
か
と
な

り
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

４
年
が
過
ぎ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
３
月
議
会
か
ら
は
、
新

し
い
顔
ぶ
れ
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様

と
共
に
全
力
で
今
後
の
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

編

集

後

記

　

山
口
県
自
治
研
修
会

　

９
月
26
日
に
山
口
市
で
「
ど

う
す
る
？
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
将

来
」
を
演
題
と
し
て
、
国
立
大

学
法
人
東
京
工
業
大
学
特
命
教

授
・
名
誉
教
授
、
柏
木
孝
夫
氏
を

講
師
に
招
き
研
修
し
ま
し
た
。

　

熊
毛
郡
議
会
広
報

　
　

連
絡
協
議
会
視
察
研
修

　

10
月
31
日
に
広
島
県
熊
野
町

で
、
熊
毛
郡
３
町
合
同
で
行
い

ま
し
た
。

　

議
会
広
報
の
編
集
体
制
、
方

針
、
方
法
、
広
報
広
聴
活
動
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を

　

山
口
県
町
議
会
広
報
研
修
会

　

11
月
17
日
に
周
防
大
島
町
で

県
内
の
町
議
会
広
報
委
員
の
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
事
前
に
質

問
事
項
を
提
出
し
、分
科
会
（
情

報
交
換
会
）
で
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。
他
町
の
取
り
組
み

を
伺
い
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
町
予
算
編
成
に

際
し
て
の
観
光
協
会
助
成

　

上
関
町
観
光
協
会

会
長　

嶋
尾　

忠
宏

◆
平
成
30
年
度
商
工
助
成
に
係

る
陳
情

　

上
関
町
商
工
会

会
長　

濵
田　

憲
昭

◆
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
か

か
わ
る
要
望
書

　

上
関
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

兼
本　

隆
二

◆
平
成
30
年
度
市
町
予
算
編
成

に
際
し
て
の
商
工
会
助
成

　

山
口
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

藤
村　

利
夫

要
望
・
陳
情

◆
平
成
30
年
度
理
科
教
育
設
備

整
備
費
等
補
助
金
予
算
増
額
計

上
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

公
益
社
団
法
人

　

日
本
理
科
教
育
振
興
協
会

会
長　

大
久
保　

昇

次
回
定
例
会
の
初
日
は
３
月
７

日
の
予
定
で
す
。

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

山
戸　

貞
夫

　

〃　
　

山
村　

泰
志

委副委
議会広報広聴調査特別委員会

お
願
い

研

修

報

告

し
ま
し
た
。
同
協
議
会
員
の
親

睦
も
深
ま
り
、
大
変
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
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